
 

 

令 和 ４ 年 度 小 矢 部 市 水 道 事 業 報 告 書 

                   

１ 概    況 

（１）総括事項 

本市の水道事業は、市民の健康で快適な生活を支えるとともに、社会経済活動を維持するためにも欠かせな

いものとして、安定給水の確保、水質の安全確保、財政基盤の安定を重点施策と位置付けて事業運営にあたり、

より一層の市民サ－ビスの向上に努めています。 

近年、給水人口の減少及び節水型機器の普及による有収水量の減少により、給水収益も減少傾向が続いて

おり、更には独立採算の原則に基づく経営が求められており、水道施設の老朽化が一段と進む中での経営は、

大変厳しい局面にあります。 

このような状況の中で限られた財源を有効に活用するため、経費の節減や事業の効率化を徹底し、経営の安

定化及び健全化を図ってまいりました。 

 

① 給水人口及び給水状況 

 令和４年度末における給水契約栓数は 7,614 栓（前年度比 0.3％増）、給水人口は 18,280 人 （前年度比 0.6％

減）となり、水道普及率は 64.21％（前年度比 0.34 ポイント増）となりました。 

 年間総配水量は、2,388 千㎥（前年度比 0.4％減）、年間有収水量 1,947 千㎥（前年度比 2.4％減）、有収率は

81.55％となり、前年度より 1.73 ポイントの減となりました。 

 

②  建設改良事業 

  水需要に応じ、未普及地域での第三次拡張事業として配水管の布設を行うとともに、安定供給のための配水

施設整備事業として老朽管並びに鉛給水管の更新を行いました。 

  第三次拡張事業としては、蓑輪、興法寺、芹川、石王丸、金屋本江、胡麻島、下後亟、経田、水島、新西及び

高木地内で配水管布設工事を行いました。 

  配水施設整備事業としては、下水道事業に伴う管布設替工事を石坂、蓮沼及び道林寺地内で行ったほか、

老朽管更新事業として鷲島、平桜、末友、名畑、安養寺、横谷、八和町、野寺及び松尾地内で行いました。また、

水質基準の強化への対応として、鉛給水管の布設替工事を市内一円で行いました。 

 

③ 財政状況 

   （収益的収支） 

  収入については、営業収益 436,568,583 円、営業外収益 122,863,918 円、特別利益 31,882 円で総額

559,464,383 円であり、支出は、営業費用 484,620,335 円、営業外費用 25,090,588 円、特別損失 135,085 円で

総額 509,846,008 円となり収支差引額は 49,618,375 円となりました。 

  （資本的収支） 

  収入は、企業債 170,000,000 円、出資金 30,623,459 円、負担金 42,822,777 円で総額 243,446,236 円であり、

支出は、建設改良費384,059,959円、営業設備費700,700円、企業債償還金157,316,170円で総額542,076,829

円となり、収支差引 298,630,593 円の資金不足となりました。 

  この不足額については、消費税等資本的収支調整額、減債積立金及び損益勘定留保資金をもって補填しま

した。 


